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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第37期

第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結
累計期間

第37期
第３四半期連結
会計期間

第38期
第３四半期連結
会計期間

第37期

会計期間

自  平成21年
     4月1日
至  平成21年
     12月31日

自  平成22年
     4月1日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
     10月1日
至  平成21年
     12月31日

自  平成22年
     10月1日
至  平成22年
     12月31日

自  平成21年
     4月1日
至  平成22年
     3月31日

売上高 (千円) 8,063,4448,715,1922,576,5063,163,96010,746,668

経常利益 (千円) 1,522,9451,734,859551,473 661,7552,044,331

四半期(当期)純利益 (千円) 855,093 996,640 287,318 384,289 850,212

純資産額 (千円) ― ― 19,031,57319,386,84619,305,220

総資産額 (千円) ― ― 29,523,19829,808,63528,878,253

１株当たり純資産額 (円) ― ― 861.48 902.73 879.14

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 38.30 45.88 12.98 17.81 38.21

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 37.68 ― ― ― 37.74

自己資本比率 (％) ― ― 64.5 65.0 66.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,314,287915,530 ― ― 3,189,628

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △5,417,066△476,071 ― ― △5,723,357

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,562,814△192,698 ― ― △2,497,871

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,838,9881,728,4571,478,391

従業員数 (人) ― ― 292 266 275

(注) 1 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標の推移については記載してお

りません。

２前第３四半期連結会計期間、当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

３売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

　　　従業員数(人) 266

(注) 従業員数は、就業人員であります。 

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

　　　従業員数(人) 189

(注) 従業員数は、就業人員であります。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

建材関連事業 2,896 ―

ＨＲＢ事業 267 ―

合計 3,163 ―

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 商品仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 仕入高(百万円) 前年同四半期比(％)

建材関連事業 1,010 ―

ＨＲＢ事業 167 ―

合計 1,178 ―

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、緩やかな回復基調を維持しているものの、厳しい雇用

環境やデフレ状況は依然続いており、また、海外経済の動向や長期化する円高の影響など、先行きの不透明

感は払拭されないまま推移してまいりました。

　当社グループ関連業界につきましては、住宅ローン減税などの政府の景気刺激策の効果もあり、新設住宅

着工戸数が対前年同月比でプラス基調に転じるなど、持ち直しの兆しは見られますが、建築需要全体として

は依然力強さを欠いたまま推移してまいりました。

　このようななか、当社グループは、お客様重視の営業活動を展開し、新規顧客や新規需要先の開拓に注力す

るとともに、新規商品の開発に努めるなど、業績回復に向けて取り組んでまいりました。また、利益面では引

き続き効率化を推し進めるとともに、コスト管理の徹底と販売管理費の削減に努めてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の経営成績につきましては、売上高は3,163百万円（前年同四半期比

22.8％増）、営業利益は706百万円（同32.2％増）、経常利益は661百万円（同20.0％増）となり、また、四半

期純利益は384百万円（同33.8％増）となりました。
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セグメント別の概況は次のとおりであります。

（建材関連事業）

　建材関連事業は、リーマンショック後に止まっていた案件が動き出すなど、建築着工に一時的な持ち直し

の動きはありますが、マンション関連需要の回復は遅れるなど、依然低水準な状況で推移してまいりまし

た。

  この結果、第３四半期連結会計期間の建材関連事業の売上高は2,896百万円となりました。

（ＨＲＢ事業）

　ホームセンターへのガーデニング商品の卸売り販売であるＨＲＢ事業は、消費低迷の影響などで売上高は

伸び悩み、厳しい状況のなかで推移してまいりました。

　この結果、第３四半期連結会計期間の建材関連事業の売上高は267百万円となりました。

　
（2）資産負債の増減

当第３四半期連結会計期間末における資産総額は、売上増に伴う受取手形及び売掛金の増加などにより、

前連結会計年度末に比べ930百万円増加の29,808百万円となりました。

　負債総額は資金調達に伴う長期借入金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ848百万円増加の

10,421百万円となりました。

　純資産は前連結会計年度末に比べ81百万円増加の19,386百万円となりました。これは四半期純利益は996

百万円となりましたが、配当金の支払による利益剰余金の減少や自己株式の取得、また、評価・換算差額等

の増減によるものです。なお、この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.9％減の65.0％となりま

した。

　
（3）キャッシュ・フロー

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は第２四半期連結

会計期間末に比べ805百万円増加の1,728百万円となりました。なお、当第３四半期連結会計期間における連

結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純利益は666百万円となりましたが、たな卸資産の減少などにより営業活動により得

られた資金は842百万円（前年同四半期は890百円の収入）となりました。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は699百万円（前年同四半期は1,607百万円の支出）となりました。その主

な内訳は、定期預金の預入による支出が純額で541百万円、また、投資有価証券の売買による支出が純額で

116百万円などがあります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は662百万円（前年同四半期は164百万円の支出）となりました。その主な

内訳は、長期借入金の返済が138百万円、自己株式の取得による支出が113百万円、またその他に長期借入に

よる収入915百万円などがあります。

　
（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
（5）研究開発活動

特記事項はありません。

　
（6）株式会社の支配に関する基本方針について

当社は、平成19年5月28日開催の取締役会において、当社の企業価値の向上並びに株主共同の利益の確保

を目的として、当社株式の大規模な買付行為への対応方針（以下、「本ルール」という。）を導入すること

を決議し、平成19年6月28日開催の定時株主総会において承認可決されました。

（買収防衛策の非継続）

　当社第34期定時株主総会の決議により承認された本ルールの有効期限は、平成22年6月29日開催の当社第

37期定時株主総会の終結の時までとなっておりましたが、その後の市場を取り巻く環境の変化や、金融商品

取引法の改正等により株式の大規模買付行為に対する手続きが整備されたことで本ルールの目的はある程

度担保され、本ルール継続の意義が薄れたことから、本定時株主総会終結の時をもって有効期間が満了とな

る本ルールの取扱いについて慎重に協議した結果、平成22年5月18日開催の取締役会において、本ルールを

継続しないことを決議いたしました。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。なお、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備

の新設、拡充、改修、売却の計画は次のとおりであります。

　

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の
内容

投資予定額(千円)
資金調達
方法

着手
年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力

総額 既支払額

アドヴァン管理
サービス株式会
社

岩井流通
センター
(茨城県坂
東市)

不動産賃貸
事業他

物流倉庫 383,000 ― 自己資金
平成23年
１月

平成23年
５月

―

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 81,000,000

計 81,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年1月31日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,906,34626,906,346
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 26,906,34626,906,346 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月1日～
平成22年12月31日

― 26,906,346 ― 12,500,000 ― 2,230,972

　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大量保有報告書等の写しの送付がないため、大株主の異動は把握して

おりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）  　
普通株式5,430,500

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式21,462,600214,626 ―

単元未満株式 普通株式13,246 ― ―

発行済株式総数 26,906,346 ― ―

総株主の議決権 ― 214,626 ―

(注) 「完全議決権株式（その他）」には、証券保管振替機構名義の株式が6,440株含まれております。また、「議決権の

数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数64個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　株式
会社アドヴァン

東京都渋谷区神宮前4丁目
32番14号

5,430,500 ― 5,430,50020.18

計 ― 5,430,500 ― 5,430,50020.18

　
　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 683 686 617 631 617 625 619 614 645

最低(円) 632 546 554 570 578 581 555 535 569

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月1日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累

計期間(平成21年4月1日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３

四半期連結会計期間(平成22年10月1日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22

年4月1日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月1

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年4月1日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月1日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年4月1日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,828,457 6,486,611

受取手形及び売掛金 3,033,717 2,602,957

商品 2,341,569 2,358,251

仕掛品 3,031 4,024

その他 312,707 187,404

貸倒引当金 △31,499 △33,576

流動資産合計 11,487,984 11,605,671

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,440,398

※1
 5,692,443

土地 10,502,081 8,824,776

その他（純額） ※1
 143,773

※1
 164,402

有形固定資産合計 16,086,254 14,681,622

無形固定資産 220,344 233,211

投資その他の資産

投資有価証券 1,401,097 1,842,291

その他 569,918 466,262

貸倒引当金 △217 △554

投資その他の資産合計 1,970,799 2,308,000

固定資産合計 18,277,397 17,222,834

繰延資産

社債発行費 43,252 49,747

繰延資産合計 43,252 49,747

資産合計 29,808,635 28,878,253
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 385,940 216,753

短期借入金 660,720 539,920

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

未払法人税等 434,411 544,856

賞与引当金 9,075 52,770

役員賞与引当金 － 59,000

その他 520,421 278,227

流動負債合計 2,110,567 1,791,527

固定負債

社債 5,750,000 5,800,000

長期借入金 2,372,160 1,907,500

役員退職慰労引当金 33,941 33,941

その他 155,119 40,063

固定負債合計 8,311,221 7,781,505

負債合計 10,421,789 9,573,032

純資産の部

株主資本

資本金 12,500,000 12,500,000

資本剰余金 2,230,972 2,230,972

利益剰余金 9,508,957 8,951,500

自己株式 △4,661,301 △4,371,371

株主資本合計 19,578,629 19,311,101

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △28,682 32,133

繰延ヘッジ損益 △163,100 △38,014

評価・換算差額等合計 △191,782 △5,880

純資産合計 19,386,846 19,305,220

負債純資産合計 29,808,635 28,878,253
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 8,063,444 8,715,192

売上原価 4,217,757 4,661,558

売上総利益 3,845,687 4,053,634

販売費及び一般管理費

給料 734,679 684,677

減価償却費 325,908 302,337

賞与引当金繰入額 9,020 8,050

役員賞与引当金繰入額 41,550 －

貸倒引当金繰入額 12,902 3,693

その他 1,244,954 1,321,277

販売費及び一般管理費合計 2,369,015 2,320,036

営業利益 1,476,672 1,733,598

営業外収益

受取配当金 27,974 26,753

その他 146,987 158,019

営業外収益合計 174,962 184,773

営業外費用

支払利息 105,092 101,726

デリバティブ評価損 － 69,993

その他 23,596 11,793

営業外費用合計 128,689 183,512

経常利益 1,522,945 1,734,859

特別利益

固定資産売却益 53 184

投資有価証券売却益 12,410 50,013

役員賞与引当金戻入額 23,500 －

役員退職慰労引当金戻入額 33,721 －

特別利益合計 69,686 50,197

特別損失

固定資産処分損 9,930 28,477

投資有価証券売却損 43,039 2,734

投資有価証券評価損 2,893 －

役員退職慰労金 9,807 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,888

特別損失合計 65,670 35,100

税金等調整前四半期純利益 1,526,961 1,749,956

法人税、住民税及び事業税 582,517 729,856

法人税等調整額 89,350 23,458

法人税等合計 671,867 753,315

少数株主損益調整前四半期純利益 － 996,640

少数株主利益 － －

四半期純利益 855,093 996,640
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【第3四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
 至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
 至 平成22年12月31日)

売上高 2,576,506 3,163,960

売上原価 1,321,810 1,692,071

売上総利益 1,254,695 1,471,889

販売費及び一般管理費

給料 231,972 225,844

減価償却費 109,709 100,638

役員賞与引当金繰入額 15,150 －

貸倒引当金繰入額 － 2,006

その他 363,697 437,227

販売費及び一般管理費合計 720,528 765,717

営業利益 534,166 706,172

営業外収益

受取配当金 8,177 11,708

その他 46,943 51,023

営業外収益合計 55,121 62,731

営業外費用

支払利息 35,912 34,590

デリバティブ評価損 － 69,993

その他 1,901 2,563

営業外費用合計 37,814 107,147

経常利益 551,473 661,755

特別利益

固定資産売却益 － 6,018

特別利益合計 － 6,018

特別損失

固定資産処分損 6,404 1,294

投資有価証券売却損 31,598 －

投資有価証券評価損 2,893 －

特別損失合計 40,895 1,294

税金等調整前四半期純利益 510,577 666,478

法人税、住民税及び事業税 192,191 241,844

法人税等調整額 31,067 40,344

法人税等合計 223,259 282,189

少数株主損益調整前四半期純利益 － 384,289

少数株主利益 － －

四半期純利益 287,318 384,289
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,526,961 1,749,956

減価償却費 325,908 302,337

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,641 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △53,690 △43,695

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △50,260 △59,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,428 △2,413

受取利息及び受取配当金 △43,722 △50,018

支払利息 105,092 101,726

自己株式取得費用 946 1,048

社債発行費償却 5,201 6,494

為替差損益（△は益） △15,222 4,250

デリバティブ評価損益（△は益） － 69,993

固定資産売却損益（△は益） △53 △184

固定資産処分損益（△は益） 9,930 28,477

投資有価証券売却損益（△は益） 30,628 △47,278

投資有価証券評価損益（△は益） 2,893 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,888

売上債権の増減額（△は増加） 735,752 △430,760

たな卸資産の増減額（△は増加） 445,481 11,759

仕入債務の増減額（△は減少） 38,706 105,721

その他 △179,175 31,827

小計 2,901,449 1,784,129

利息及び配当金の受取額 43,740 47,343

利息の支払額 △83,866 △79,325

法人税等の支払額 △547,036 △836,617

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,314,287 915,530

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,020,618 △5,160,879

定期預金の払戻による収入 － 6,066,996

有形固定資産の取得による支出 △183,330 △1,725,784

無形固定資産の取得による支出 △12,637 △4,568

投資有価証券の取得による支出 △363,950 △859,496

投資有価証券の売却による収入 173,289 1,052,956

投資有価証券の償還による収入 － 200,000

その他 △9,818 △45,296

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,417,066 △476,071

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △635,900 △414,540

社債の発行による収入 986,431 －

社債の償還による支出 △1,295,000 △50,000

自己株式の取得による支出 △269,003 △290,978

配当金の支払額 △449,342 △437,180

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,562,814 △192,698
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 15,304 3,306

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,650,288 250,066

現金及び現金同等物の期首残高 6,489,277 1,478,391

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,838,988

※
 1,728,457
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月1日  至  平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年4月1日  至  平成22年12月31日)

１  会計処理基準に関する事項の変更 （1）「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年3月31日）及び「資産除去債務に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年3月

31日）を適用しております。

　なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に与える影響は軽微であります。

 

（2）有価証券の評価方法

　当社及び連結子会社は、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間よ

り、有価証券の評価方法を総平均法から移動平均法に変更したため、前

第３四半期連結会計期間と当第３四半期連結会計期間で有価証券の評

価方法が異なっております。

　なお、前第３四半期連結会計期間並びに前第３四半期連結累計期間に

変更後の有価証券の評価方法を適用した場合の影響はありません。

 

　

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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　【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間において、当第３四半期連結会計期間末迄の進捗部分について成果の確実性が認め

られる工事契約が新たに発生したことから、当該工事について工事進行基準を適用しております。

　なお、これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が5,880千円計上されています。

 

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月1日  至  平成22年12月31日)

１  棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては実地棚卸を

省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的

な方法により算定する方法によっております。

 

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年3月31日)

　 　
※1　有形固定資産の減価償却累計額は3,389,723千円で

あります。

 

※1　有形固定資産の減価償却累計額は3,151,998千円で

あります。

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

ついては、満期日に決済が行われたものとして処理

しております。

　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれて

おります。

　　　受取手形　　　　　　　　　　88,333千円

 

　　　　　　―――――――――――――
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年4月1日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年4月1日
至  平成22年12月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

 

現金及び預金 6,859,607千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△5,020,618

現金及び現金同等物 1,838,988千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

 

現金及び預金 5,828,457千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△4,100,000

現金及び現金同等物 1,728,457千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年4月1日  

至  平成22年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

普通株式　26,906,346株

　

２  自己株式の種類及び株式数

普通株式　5,430,500株

　

３  新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月29日
定時株主総会

普通株式 439,183 20平成22年3月31日 平成22年6月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月1日  至  平成21年12月31日)

　

　
建材関連
事業
(千円)

HRB事業
(千円)

不動産賃貸
事業
(千円)

その他の
事業
(千円)

計
（千円）

消去又
は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に対する売上高2,338,749237,756 ― ― 2,576,506― 2,576,506

  (2) セグメント間の内部売上
      高又は振替高

― ― 275,84371,136346,980（346,980） ―

計 2,338,749237,756275,84371,1362,923,486（346,980）2,576,506

営業利益 476,96214,078160,11922,488673,648（139,481）534,166

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年4月1日  至  平成21年12月31日)

　

　
建材関連
事業
(千円)

HRB事業
(千円)

不動産賃貸
事業
(千円)

その他の
事業
(千円)

計
（千円）

消去又
は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客に対する売上高6,980,5911,082,853― ― 8,063,444 ― 8,063,444

 (2) セグメント間の内部売上
      高又は振替高

― ― 827,531226,0851,053,616（1,053,616）―

計 6,980,5911,082,853827,531226,0859,117,061（1,053,616）8,063,444

営業利益 1,305,99292,253483,41260,3921,942,050（465,378）1,476,672

(注)  事業区分の方法及び各区分に属する主要な商品の名称

　　　１．事業区分の方法 ： 商品の種類及び市場の類似性を考慮して区分しております。

　　　２．各区分に属する主要な商品等

事業区分 主要な商品

建材関連事業 石材、タイル、新建材、及び工事等

HRB事業 ホームセンター向けガーデニング関連商品等

不動産賃貸事業 本社ビル、流通センター等の賃貸

その他の事業 倉庫業

　

【所在地別セグメント情報】

　  前第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月1日 至 平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期

間（自 平成21年4月1日 至 平成21年12月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　  前第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月1日 至 平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期

間（自 平成21年4月1日 至 平成21年12月31日）

海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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【セグメント情報】

　（追加情報）

　　第1四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第１７号　平成

21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年3月31日）を適用しております。

　

1　報告セグメントの概要

　　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は本社に営業統括を置き、建材関連事業を中心に事業活動を展開しております。なお、「建材関連事

業」、「HRB事業」、「不動産賃貸事業」、「物流管理事業」を報告セグメントとしております。

　「建材関連事業」は石材、タイル、住宅関連商品などの建材の輸入販売を行っております。「HRB事業」は

ガーデニング関連商品のホームセンターへの卸売り販売を行っております。「不動産賃貸事業」は不動産

の賃貸管理事業を行っております。「物流管理事業」は主に当社商品の入出庫業務を行っております。

　
２　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

　　当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月1日  至  平成22年12月31日)

　

報告セグメント
調整額
（千円）
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
（注）2

建材関連事
業（千円）

ＨＲＢ事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

物流管理
事業
（千円）

計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,755,719959,472 ― ― 8,715,192 ― 8,715,192

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 841,843328,7351,170,578△1,170,578―

計 7,755,719959,472841,843328,7359,885,771△1,170,5788,715,192

セグメント利益 1,635,45052,279464,39285,7212,237,843△504,2451,733,598

(注)1.セグメント利益の調整額△504,245千円には、セグメント間取引消去△54,940千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△449,304千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

　　２.セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
　
当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月1日  至  平成22年12月31日)

　

報告セグメント
調整額
（千円）
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）
（注）2

建材関連事
業（千円）

ＨＲＢ事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

物流管理
事業
（千円）

計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,896,031267,929 ― ― 3,163,960― 3,163,960

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― 280,39494,310374,705△374,705 ―

計 2,896,031267,929280,39494,3103,538,666△374,7053,163,960

セグメント利益 697,372 445 148,89711,833858,549△152,377706,172

(注)1.セグメント利益の調整額△152,377千円には、セグメント間取引消去△7,219千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△145,158千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

   　２.セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年3月31日)

　 　

１株当たり純資産額 902.73円
　

　 　

１株当たり純資産額 879.14円
　

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

　第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年4月1日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年4月1日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 38.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 37.68円
　

１株当たり四半期純利益金額 45.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式がないため記載しておりません。

 
　

(注)１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年4月1日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年4月1日
至  平成22年12月31日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 　 　

　　四半期純利益金額(千円) 855,093 996,640

　　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 855,093 996,640

    普通株式の期中平均株式数（千株） 22,324 21,724

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

　　四半期純利益調整額(千円) ― ―

　　普通株式増加数(千株) 369 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

― ―
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　第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月1日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月1日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 12.98円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式がないため記載しておりません。
 

　

１株当たり四半期純利益金額 17.81円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月1日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月1日
至  平成22年12月31日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 　 　

　　四半期純利益金額(千円) 287,318 384,289

　　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 287,318 384,289

    普通株式の期中平均株式数（千株） 22,141 21,580

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

　　四半期純利益調整額(千円) ― ―

　　普通株式増加数(千株) ― ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

― ―

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　  該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年1月25日

株式会社アドヴァン

取締役会  御中

　

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    木間　久幸    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    町田　眞友    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アドヴァンの平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

21年10月1日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年4月1日から平成21年12月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドヴァン及び連結子会社の平成21

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年1月24日

株式会社アドヴァン

取締役会  御中

　

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    木間　久幸    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    町田　眞友    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アドヴァンの平成22年4月1日から平成23年3月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

22年10月1日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年4月1日から平成22年12月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドヴァン及び連結子会社の平成22

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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